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1. 背景と目的 

河川管理施設である雨水調整池は、河川流域等における洪水調節により、下流域の洪水

被害を軽減させるなどの目的を持つ重要な社会資本です。 

これまでに官および民により多数の雨水調整池が建設され、民で建設した雨水調整池に

おいては、官側に移管されるケースが多く、ほとんどの雨水調整池は、主に官により管理

されています。 

雨水調整池の機能は、貯水管理を適切に行うことで、下流域の洪水被害を軽減させてい

ますが、雨水調整池の貯水機能が低下もしくは停止した場合、その流域において重大な浸

水被害を発生させてしまいます。このため、集中豪雨等が多発する近年においては、雨水

調整池の施設点検等の維持管理は、施設の管理者として軽視できない管理項目となってい

ます。 

その一方で、平成 26年の会計検査において、都道府県等に対して、雨水調整池等に係

る管理マニュアルを整備して、これに基づく適切な維持管理を行うことを周知徹底すると

ともに、地方整備局等においては、都道府県等の維持管理状況を把握することが要求され

ています。 

このような状況を踏まえ、雨水調整池の適切な維持管理を計画的および継続的に実施す

ることにより、雨水調整池の安全性及び機能性を長期にわたり保持することが求められて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流入口の目詰り 調整池内のゴミの堆積 
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2. 基本方針 

雨水調整池の維持管理は、長期的視点を踏まえ、より効果的・効率的に行う必要があり

ます。 

雨水調整池の維持管理は、計画の策定（Ｐ）、状態把握（Ｄ）、分析・評価（Ｃ）、対策

（Ａ）のＰＤＣＡサイクルにより行うとともに、維持管理において得られたデータを蓄積

し、計画的な維持管理に反映することを基本とします。 

なお、維持管理において得られたデータを共有し、より効果的・効率的に維持管理を行

うため、データの蓄積においては、電子化したデータで系統的に整理・保存することを基

本とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.1 維持管理サイクルの構成図 

 

3. 主な業務実績 

発注者 業務名 

南関東防衛局 東富士演習場内(28)治山治水対策施保全業務(巡回･監視業務) 

南関東防衛局 東富士演習場内(27)治山治水対策施保全業務(巡回･監視業務) 

南関東防衛局 東富士演習場内(26)治山治水対策施保全業務(巡回･監視業務) 

東部農林事務所 平成 25年度障害防止(治山治水)東富士地区調査委託その 2 

東部農林事務所 平成 24年度障害防止(治山治水)東富士地区調査委託その 2 

東部農林事務所 平成 23年度障害防止(治山治水)東富士地区調査委託その 2 

東部農林事務所 平成 22年度障害防止(治山治水)東富士地区調査委託その 2 

南関東防衛局 東演習場内（21）治山治水対策施設保全業務 

南関東防衛局 東演習場内（20）治山治水対策施設保全業務 

南関東防衛局 東演習場内（19）治山治水対策施設保全業務 

①計画策定 

維持管理の 

計画策定 

②状態把握 

定期点検 

臨時点検 

③分析・評価 

結果の分析 

結果の評価 

④対策 

予防保全対策 

事後保全対策 

データの蓄積 

各データの整理 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ等構築 
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